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伊
藤
　
新
之
輔
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
「
卯
月
八
日
行
事
の
研
究
」
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
伊
藤
新
之
輔
の
学
位
申
請
論
文
「
卯
月
八
日
行
事
の
研
究
」
は
、
日
本
の
民
間
年
中
行
事

で
あ
る
四
月
八
日
行
事
に
つ
い
て
の
民
俗
学
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
行
事
の
期
日
が
行
事
名

の
総
称
と
し
て
通
用
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
十
四
年
一
月
刊
の
柳
田
國
男
編
『
歳
時
習
俗
語

彙
』
が
、
四
月
八
日
の
行
事
総
称
を
長
野
県
北
安
曇
郡
な
ど
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
ウ
ヅ
キ

ヨ
ウ
カ
」「
オ
ヅ
キ
ヨ
ウ
カ
」
を
採
用
し
て
「
卯
月
八
日
」
と
し
、
各
地
の
伝
承
内
容
を
記

し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
以
後
、「
卯
月
八
日
」
は
民
俗
学
の
学
術
用
語
と
な
り
、
学
位
申

請
論
文
の
標
題
に
も
こ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
論
文
は
、
序
章
、
第
一
章
「
卯
月
八
日
行
事
の
全
国
的
様
相
」、
第
二
章
「
灌
仏
会
の
歴

史
的
変
遷
」、
第
三
章
「
卯
月
八
日
の
花
飾
り
」、
第
四
章
「
卯
月
八
日
の
薬
師
信
仰
」、
第

五
章
「
卯
月
八
日
の
花
見
」、
第
六
章
「
卯
月
八
日
の
死
者
供
養
」、
終
章
「
結
語
と
今
後
の
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課
題
」
か
ら
な
り
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
で
七
〇
〇
枚
を
超
え
る
分
量
と
な
っ
て
い

る
。
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
各
章
の
要
旨
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
序
章
は
先
行
研
究
の
整
理
と
検
討
を
行
い
、
卯
月
八
日
行
事
の
研
究
は
、
折
口
信
夫
の
大

正
四
年
「
髯
籠
の
話
」、
柳
田
國
男
の
大
正
六
年
「
卯
月
八
日
」
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
折

口
と
柳
田
の
見
解
を
最
初
に
取
り
上
げ
る
。
折
口
は
、
卯
月
八
日
に
天
道
花
な
ど
と
い
っ
て

花
を
飾
る
こ
と
を
、
そ
の
名
称
か
ら
太
陽
神
の
依
代
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
す
が
、
柳
田
は
、

こ
の
日
に
は
竿
先
に
花
を
付
け
て
立
て
飾
る
だ
け
で
な
く
、
門
口
へ
の
花
飾
り
も
あ
り
、
ま

た
、
山
か
ら
藤
花
を
採
っ
て
き
て
仏
壇
に
捧
げ
る
こ
と
、
薬
師
信
仰
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
山
に
登
る
こ
と
な
ど
、
卯
月
八
日
行
事
に
は
多
様
な
内
容
が
あ
る
こ
と
を
提
示
す

る
。
こ
れ
ら
か
ら
柳
田
は
、
古
く
は
四
月
の
満
月
日
を
新
年
の
開
始
の
よ
う
な
重
要
な
日
と

し
、
こ
れ
に
関
連
す
る
の
が
卯
月
八
日
行
事
で
あ
る
と
仮
説
し
た
と
ま
と
め
て
い
る
。

　
柳
田
は
仮
説
提
示
と
と
も
に
卯
月
八
日
の
全
国
事
例
の
収
集
を
促
し
た
が
、
戦
後
の
民
俗

学
で
は
和
歌
森
太
郎
の
「
田
の
神
迎
え
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
卯

月
八
日
行
事
の
研
究
は
、
昭
和
五
十
四
年
の
日
本
民
俗
学
会
年
会
で
の
木
村
博
、
伊
藤
唯
真
、

宮
家
準
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
会
誌
で
の
論
述
以
後
に
は
進
展
が
な
い
と
す
る
。
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第
一
章
「
卯
月
八
日
行
事
の
全
国
的
様
相
」
で
は
、
先
行
研
究
の
進
展
状
況
を
踏
ま
え
、

卯
月
八
日
行
事
に
つ
い
て
の
全
国
的
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
申
請
者
の
実
地
調
査
事
例
も

含
め
、
全
国
か
ら
一
四
六
三
例
を
集
め
、
こ
れ
を
用
い
て
行
事
の
構
成
内
容
を
整
理
し
、
分

析
す
る
。
こ
の
日
の
行
事
や
習
俗
に
は
、
灌
仏
会
や
「
花
の
と
う
」
な
ど
の
寺
社
行
事
、
稚

児
行
列
や
花
見
な
ど
の
地
域
社
会
行
事
、
死
者
供
養
や
田
の
神
祭
り
な
ど
の
家
の
行
事
と
と

も
に
、
昼
寝
の
始
め
・
農
耕
開
始
・
衣
替
え
な
ど
時
候
の
変
わ
り
目
と
し
て
の
習
俗
が
あ
る

こ
と
を
示
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
再
度
和
歌
森
太
郎
ら
に
よ
る
卯
月
八
日
の
田
の
神
祭
論
を

取
り
上
げ
、
卯
月
八
日
行
事
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
章
「
灌
仏
会
の
歴
史
的
変
遷
」
で
は
、
四
月
八
日
の
寺
院
行
事
で
あ
る
灌
仏
会
を
取

り
あ
げ
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
論
述
す
る
。
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
四
月
に
宮
中
で
灌
仏
会

が
始
ま
り
、
五
色
水
と
釈
迦
誕
生
の
山
形
を
用
意
し
て
行
わ
れ
、
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）

四
月
八
日
に
は
新
し
く
「
華
亭
」
が
設
え
ら
れ
、
中
国
大
陸
か
ら
香
水
に
糖
分
を
入
れ
る
方

式
が
伝
わ
り
、
そ
の
代
用
品
と
し
て
甘
茶
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、

一
八
〇
〇
年
代
ま
で
に
は
日
本
各
地
の
寺
院
で
花
御
堂
と
甘
茶
を
用
い
た
灌
仏
会
が
行
わ
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
明
治
時
代
以
降
に
は
「
釈
尊
降
誕
会
」
と
い
う
行
事
名
を
経
て
、

大
正
五
年
四
月
八
日
に
は
仏
教
青
年
伝
道
会
が
「
花
祭
り
」
と
し
て
花
御
堂
を
曳
き
、
花
を

撒
き
な
が
ら
の
稚
児
行
列
が
練
り
歩
く
行
事
を
行
っ
た
。
こ
の
「
花
ま
つ
り
」
形
式
が
仏
教

系
団
体
を
通
じ
て
各
地
に
広
が
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
の
章
で
は
、
灌
仏
会
の
甘
茶
の
民
間
伝
承
に
は
、
眼
病
予
防
・
治
癒
の
呪
力
が
あ
り
、

ま
た
甘
茶
に
伴
う
呪
符
・
呪
歌
は
初
夏
以
降
に
発
生
す
る
不
快
昆
虫
を
除
け
る
の
が
目
的

で
、
卯
月
八
日
は
春
か
ら
夏
へ
季
節
が
転
換
す
る
時
候
の
行
事
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と

を
提
示
す
る
。

　
第
三
章
「
卯
月
八
日
の
花
飾
り
」
で
は
、
卯
月
八
日
の
花
飾
り
習
俗
に
は
、
竿
先
に
花
を

取
り
つ
け
て
庭
に
立
て
て
飾
る
竿
花
形
式
と
門
口
な
ど
に
花
を
飾
る
軒
花
形
式
が
あ
る
こ
と

を
江
戸
時
代
の
俳
諧
・
狂
歌
な
ど
と
、
全
国
か
ら
収
集
し
た
一
四
六
三
例
か
ら
明
ら
か
に
し
、

両
者
の
分
布
状
況
と
伝
承
内
容
を
整
理
す
る
。

　
竿
花
形
式
は
近
畿
地
方
を
中
心
に
福
井
県
、
三
重
県
伊
賀
地
方
、
香
川
県
、
徳
島
県
、
瀬

戸
内
海
の
島
々
（
岡
山
県
・
香
川
県
）、
山
口
県
、
福
岡
県
筑
後
地
域
、
対
馬
、
佐
渡
島
、
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長
野
県
南
部
、
静
岡
県
西
部
に
見
ら
れ
、「
テ
ン
ト
ウ
バ
ナ
」「
タ
カ
バ
ナ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

花
は
ツ
ツ
ジ
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
花
は
釈
迦
、
太
陽
や
月
・
星
に
供
え
る
な
ど

一
律
的
で
は
な
い
が
、
釈
迦
や
太
陽
へ
の
献
花
伝
承
は
広
く
あ
り
、
月
へ
の
献
花
は
近
畿
地

方
、
先
祖
や
蛇
神
へ
の
献
花
は
近
畿
地
方
西
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
竿
花

の
花
に
は
呪
力
伝
承
が
あ
り
、
多
く
は
除
災
祈
願
が
付
随
す
る
ほ
か
、
花
に
行
方
不
明
者
の

捜
索
や
蘇
生
の
効
果
が
付
随
し
、
卯
月
八
日
の
花
は
、
人
間
の
霊
魂
に
働
き
か
け
る
力
を
持

つ
と
の
信
仰
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
軒
花
形
式
で
は
、
フ
ジ
の
軒
花
が
茨
城
県
・
栃
木
県
・
群
馬
県
・
埼
玉
県
と
千
葉
県
東
葛

地
域
な
ど
の
関
東
地
方
に
あ
り
、
こ
の
花
に
は
豊
蚕
祈
願
や
養
蚕
に
関
連
す
る
卜
占
に
用
い

る
伝
承
と
、
除
災
祈
願
に
用
い
る
伝
承
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
軒
花
は
養

蚕
が
盛
ん
な
地
域
に
お
い
て
は
豊
蚕
祈
願
の
花
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
除
災
祈
願

の
花
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
伝
承
は
講
な
ど
の
信
仰
集
団
や
蚕
神
、
薬
師
如
来
の

参
詣
の
場
に
集
ま
る
人
々
、
さ
ら
に
そ
れ
に
か
か
わ
る
民
間
宗
教
者
を
通
じ
て
広
が
っ
た
こ

と
を
推
測
す
る
。
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第
四
章
「
卯
月
八
日
の
薬
師
信
仰
」
で
は
、
卯
月
八
日
と
薬
師
信
仰
の
結
び
つ
き
は
、
東

北
地
方
か
ら
北
陸
地
方
、
北
関
東
、
長
野
県
の
北
信
・
中
信
地
方
に
か
け
て
み
ら
れ
、
江
戸

時
代
に
は
伊
豆
諸
島
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
具
体
的
に
は
、
東
北
地
方
で
は
こ
の
日

に
薬
師
堂
で
眼
病
の
治
癒
・
予
防
祈
願
と
灌
仏
会
が
併
催
さ
れ
、
長
野
県
や
山
梨
県
に
は
こ

の
日
に
薬
師
信
仰
と
結
び
つ
い
た
嫁
や
聟
の
里
帰
り
伝
承
が
あ
る
。
さ
ら
に
卯
月
八
日
の
薬

師
行
事
と
花
飾
り
習
俗
の
分
布
を
対
比
す
る
と
、
薬
師
信
仰
が
顕
著
な
東
北
・
北
陸
な
ど
に

は
こ
の
日
の
花
飾
り
は
な
く
、
栃
木
県
・
埼
玉
県
と
長
野
県
中
信
地
方
で
は
フ
ジ
の
軒
花
飾

り
が
併
存
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
域
以
南
か
ら
神
奈
川
県
に
か
け
て
は
、
ウ
ツ
ギ
の
軒
花

が
併
存
す
る
こ
と
を
示
す
。

　
第
五
章
「
卯
月
八
日
の
花
見
」
で
は
、「
花
」
の
語
源
、
柳
田
國
男
と
折
口
信
夫
の
花
に

関
す
る
論
考
を
取
り
上
げ
て
「
花
」
の
意
味
を
検
討
し
、「
花
見
」
は
多
義
的
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。
続
い
て
俳
諧
や
狂
歌
の
「
花
よ
り
団
子
」
の
用
例
を
あ
げ
、
一
六
〇
〇
年
代
に
は

卯
月
八
日
の
「
花
よ
り
団
子
」
の
成
句
が
民
間
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

卯
月
八
日
の
「
花
よ
り
団
子
」
の
成
句
伝
承
か
ら
は
、
こ
の
花
は
ツ
ツ
ジ
で
、
団
子
は
死
者
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や
月
へ
の
供
物
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
ま
た
、
卯
月
八
日
の
花
見
伝
承
は
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
に
あ
り
、
こ
の
花
見
に

は
死
者
供
養
と
結
び
つ
い
て
い
る
事
例
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
分
析
し
、
花
見
の
行
わ
れ
る

場
所
は
卯
月
八
日
に
死
者
霊
が
集
ま
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
こ
の
日
の
花

見
は
生
者
と
死
者
の
交
流
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
い
う
見
解
を
示
す
。

　
第
六
章
「
卯
月
八
日
の
死
者
供
養
」
で
は
、
福
井
県
若
狭
地
方
に
は
卯
月
八
日
に
松
尾
寺

参
り
の
習
俗
が
あ
り
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
お
お
い
町
大
島
で
の
松
尾
寺
参
り
と
オ
ヅ
キ
ヨ

ウ
カ
の
実
態
を
叙
述
す
る
。
卯
月
八
日
に
は
松
尾
寺
に
死
者
霊
が
集
ま
る
と
い
う
信
仰
が
あ

り
、
こ
こ
が
「
死
生
者
交
流
の
場
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
さ
ら
に
兵
庫
県
な
ど
近

畿
地
方
西
部
で
の
死
者
供
養
の
実
態
か
ら
、
加
古
川
流
域
に
は
死
者
が
集
ま
る
と
さ
れ
る
寺

院
が
あ
る
山
野
に
出
か
け
て
花
見
を
行
う
ハ
ナ
ハ
ジ
メ
行
事
が
、
丹
波
地
方
と
但
馬
地
方
に

は
新
仏
の
家
や
墓
に
参
る
が
、
ハ
ナ
オ
リ
バ
バ
が
出
る
と
い
っ
て
山
へ
は
行
か
な
い
ハ
ナ
オ

リ
行
事
の
二
系
統
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
終
章
「
結
語
と
今
後
の
課
題
」
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
総
括
と
し
て
各
章
節
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で
の
論
述
を
要
約
し
、
死
者
に
花
を
手
向
け
る
こ
と
の
意
味
の
検
討
、
琉
球
・
沖
縄
も
含
め

た
幅
広
い
死
者
供
養
行
事
の
実
相
把
握
な
ど
を
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
た
上
で
、
卯
月
八

日
の
死
者
霊
祭
祀
に
つ
い
て
改
め
て
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
竿
花
の
伝
承
は
死
者
霊

と
関
連
す
る
も
の
で
、
ま
た
卯
月
八
日
に
出
向
く
山
や
山
に
あ
る
寺
に
は
死
者
霊
が
お
り
、

そ
れ
に
「
会
い
に
行
く
」
と
い
う
伝
承
が
重
視
さ
れ
る
と
再
説
す
る
。
そ
し
て
、
卯
月
八
日

の
死
者
供
養
に
お
け
る
花
の
特
徴
は
赤
い
花
で
、
多
く
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
用
い
ら
れ
る
。
兵
庫

県
で
は
、
普
段
は
赤
い
花
を
仏
壇
に
供
え
な
い
が
卯
月
八
日
だ
け
は
供
え
る
、
卯
月
八
日
以

外
に
赤
い
花
を
供
え
る
と
悪
い
こ
と
が
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
卯

月
八
日
の
花
と
死
者
供
養
の
関
係
は
、
京
都
で
は
死
者
供
養
の
た
め
に
比
叡
山
へ
花
摘
み
に

行
き
、
近
畿
地
方
で
は
死
者
に
供
え
る
た
め
の
赤
い
花
を
竿
花
に
し
、
仏
壇
へ
の
供
花
と
し

て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
日
の
花
摘
み
習
俗
は
死
者
供
養
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る

と
改
め
て
説
く
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
論
文
題
目
の
「
卯
月
八
日
」
は
、
論
文
の
内
容
の
要
旨
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
十
四

年
一
月
刊
の
柳
田
國
男
編
『
歳
時
習
俗
語
彙
』
で
、
四
月
八
日
の
行
事
に
対
す
る
民
俗
学
の

学
術
用
語
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
こ
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
折
口
信

夫
が
大
正
四
年
の
「
髯
籠
の
話
」
で
取
り
上
げ
、柳
田
國
男
も
大
正
六
年
に
は
「
卯
月
八
日
」

と
い
う
論
文
で
行
事
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
後
、戦
後
に
は
和
歌
森
太
郎
や
五
来
重
、

最
上
孝
敬
な
ど
に
よ
る
論
述
が
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
日
本
民
俗
学
会
年
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
木
村
博
、
伊
藤
唯
真
、
宮
家
準
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
か
ら
こ
の
日
の
行
事
の

内
容
検
討
、
文
化
的
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
卯
月
八
日
研
究
は
、
以
後
は
目
立
っ
た

進
展
が
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
柳
田
が
早
く
に
卯
月
八
日
行
事
の
全
容
把
握
を
促

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
な
伝
承
内
容
の
把
握
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
の
な
か
で
、
学
位
申
請
者
は
自
身
の
実
地
調
査
も
含
め
、
民
俗
学
が

明
ら
か
に
し
て
き
た
各
地
の
民
間
伝
承
資
料
を
も
と
に
、
全
国
の
卯
月
八
日
の
行
事
と
伝
承

に
つ
い
て
一
四
六
三
例
を
集
め
、
こ
れ
を
用
い
て
そ
の
内
容
を
整
理
し
、
分
析
を
加
え
て
い
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る
。
琉
球
・
沖
縄
文
化
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
は
こ
の
習
俗
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
卯
月
八
日

行
事
は
青
森
県
か
ら
鹿
児
島
県
に
か
け
て
の
習
俗
と
し
て
全
国
的
な
実
態
把
握
を
行
い
、
い

く
つ
か
の
視
点
か
ら
分
析
と
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
行
事
・
伝
承
の
全

容
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
申
請
論
文
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
成
果
は
、
こ
こ
に
あ

る
。
卯
月
八
日
の
行
事
や
伝
承
に
つ
い
て
の
民
俗
学
に
お
け
る
現
時
点
で
の
説
明
、
認
識
に

は
訂
正
が
必
要
な
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
段
階
に
留
ま
っ
て
い
た

観
が
強
い
卯
月
八
日
研
究
を
進
展
さ
せ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
具
体
的
に
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
と
、
一
四
六
三
例
の
卯
月
八
日
の
行
事
と
伝
承
を
も
と

に
、
こ
の
時
の
花
飾
り
に
は
「
竿
花
」
と
「
軒
花
」
の
二
形
式
が
あ
り
、
前
者
は
近
畿
地
方

を
中
心
に
東
は
長
野
県
の
中
信
・
南
信
地
域
、
佐
渡
島
に
、
西
は
岡
山
県
東
部
、
四
国
の
徳

島
県
・
香
川
県
に
分
布
が
連
続
し
、
山
口
県
や
福
岡
県
の
一
部
に
も
見
ら
れ
る
。
後
者
は
埼

玉
県
・
栃
木
県
・
群
馬
県
と
茨
城
県
・
千
葉
県
・
山
梨
県
の
一
部
、
長
野
県
の
中
信
・
南
信
・

木
曾
、
さ
ら
に
鳥
取
県
・
島
根
県
・
広
島
県
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
に
見
ら
れ
る
と
い
う
分
布
状

況
を
分
布
図
作
成
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
列
島
に
お
け
る
花
飾
り
形
式
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の
広
が
り
を
も
と
に
、
竿
花
、
軒
花
に
付
随
す
る
諸
伝
承
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

竿
花
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
、
飾
る
花
の
種
類
、
竿
先
に
花
を
つ
け
て
立
て
る
こ
と
の
意

味
伝
承
と
、
こ
の
花
が
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
そ
の
者
の
蘇
生
、
健
康
祈
願
、
安
産
祈
願
な

ど
の
呪
的
対
応
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
軒
花
に
つ
い
て
は
、
豊
蚕

祈
願
な
ど
養
蚕
習
俗
と
の
結
び
つ
き
、
フ
ジ
の
花
を
掲
げ
る
こ
と
は
薬
師
信
仰
と
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
現
在
の
民
俗
学
で
は
、
卯
月
八
日
を
水
田
耕
作
の
開
始

時
の
田
の
神
迎
え
を
軸
と
す
る
行
事
と
説
明
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
右
記
の
事
実
か
ら

再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
ま
た
、
竿
花
、
軒
花
に
つ
い
て
は
、
江
戸

時
代
中
期
以
降
の
諸
記
録
・
文
献
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
評
価
で
き
る
第
二
点
目
は
、
関
連
行
事
も
含
め
て
卯
月
八
日
行
事
の
歴
史
的
推
移
を
検
討

し
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
家
で
の
卯
月
八
日
行
事
に
対
し
て
、
寺
堂
で
は

釈
迦
誕
生
を
説
く
灌
仏
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
推
移
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
卯
月
八
日
の
花
見
習
俗
と
卯
月
八
日
の
「
花
よ
り
団
子
」
の
成
句
に
つ
い
て
、
俳
諧

や
狂
歌
な
ど
か
ら
そ
の
花
は
ツ
ツ
ジ
で
あ
っ
た
の
が
、
後
に
次
第
に
桜
に
変
化
し
て
い
る
こ
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と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
卯
月
八
日
と
薬
師
信
仰
と
の
結
び
つ
き
は
十
四
世
紀
後

半
に
は
確
認
で
き
る
な
ど
、
随
所
で
卯
月
八
日
行
事
の
歴
史
性
に
言
及
し
て
い
る
。

　
評
価
で
き
る
点
を
も
う
一
つ
あ
げ
る
と
、
福
井
県
若
狭
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
卯
月
八
日

の
松
尾
寺
参
り
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
お
お
い
町
の
参
詣
者
に
同
行
す
る
な
ど

し
て
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
加
西
市
の
法
華
山
一
乗
寺
の
ハ
ナ
ハ
ジ
メ
の

実
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
兵
庫
県
と
そ
の
隣
接
地
域
に
は
卯
月
八
日
に
ハ
ナ
オ
リ
と
い

い
、
山
か
ら
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
採
っ
て
来
て
仏
壇
に
供
え
る
習
俗
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
福
井
県
お
お
い
町
で
は
卯
月
八
日
に
は
竿
花
も
立
て
て
お
り
、
竿
花
と
松
尾
寺
参

り
が
連
続
す
る
習
俗
で
あ
る
な
ど
、
実
地
調
査
な
ら
で
は
の
成
果
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
成
果
に
続
け
て
、
た
と
え
ば
群
馬
県
赤
城
山
麓
の
家
々
で
は
、
死
者
が
出
る
と
翌
年
の
四

月
八
日
に
こ
の
山
の
地
蔵
岳
に
登
り
、
そ
こ
に
い
る
死
者
霊
に
会
い
に
行
く
な
ど
卯
月
八
日

の
死
者
霊
祭
祀
の
全
国
的
様
相
も
分
布
図
を
示
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
本
論
文
に
は
こ
の
よ
う
に
新
た
な
見
解
の
提
示
と
従
来
の
研
究
の
深
化
が
見
ら
れ
る
が
、

一
方
で
は
、
竿
花
と
軒
花
の
分
布
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
こ
れ
ら
が
歴
史
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的
に
は
江
戸
時
代
以
降
の
記
録
・
文
献
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
検
討
、
竿
花
の
意
味
伝
承

の
多
義
性
や
軒
花
と
豊
蚕
祈
願
と
の
結
合
の
分
析
、
さ
ら
に
は
灌
仏
会
の
釈
迦
誕
生
仏
へ
の

甘
茶
掛
け
に
つ
い
て
の
民
俗
学
か
ら
の
意
味
づ
け
、
卯
月
八
日
と
嶽
登
り
習
俗
と
の
関
係
、

年
中
行
事
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
な
ど
、論
述
や
視
野
が
十
分
で
は
な
い
点
が
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
卯
月
八
日
行
事
に
つ
い
て
一
四
六
〇
ほ
ど
の
事
例
を
収
集
し
て
の
比
較
対
照
研

究
と
、
松
尾
寺
参
り
な
ど
の
実
地
で
の
事
例
研
究
は
、
民
俗
学
の
研
究
方
法
の
有
効
性
を
示

す
と
と
も
に
卯
月
八
日
研
究
の
成
果
と
し
て
は
十
分
な
論
述
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
論

文
の
提
出
者
で
あ
る
伊
藤
新
之
輔
は
、
博
士
（
民
俗
学
）
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

令
和
五
年
二
月
十
六
日
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